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*Ver 1.02Y 2012/08/31   指数なし分割でも逆極点計算を可能にする。 

* Ver 1.03Y  2013-01-17   indexが不一致の場合 error表示を行う 

*Ver 1.04Y  2013-05-24   初めて操作する場合、物質選択が出来ないケースを修正 

＊Ver 1.05Y 2013-09-29          InverseDisplayのサポート 

＊Ver 1.06Y 2013-10-21  Hexagonalの result.txtファイルの方位を面に変更[]->() 

*Ver 1.07   2014-06-18  強度Ｍａｘ値算出ミス修正 

    Lｏｔｇｅｒｉｎｇ ｍｅｔｈｏｄをサポート 

*Ver1.09S  2017-09-14          データ評価の為にバックグランド除去なしを追加 

*Ver1.10   2017-10-30          ICDDに登録されているが使用しない場合の対策 

*Ver1.11    2018-11-28         測定データが ICDDより狭い場合の対策 

*Ver1.12 2019-01-21     InverseResultDisplayに resultfile渡し 

*Ver1.13  2020-09-06          RINT逆極点のマイナスデータを０，ピーク強度を放物線を追加 

*Ver1.14  2020-09-11          データステップ 0.02への規格化を 0.02以下の場合、規格化なしとした 

               積分計算時 random,sampleの共通測定範囲の切り出し 

*Ver1.15  2020-09-14         逆極点を計算する、random,sampleの強度も listに表示出来るよう変更 

*Ver1.16  2020/09/20          Peak&FWHMを追加 

*Ver1.17  2020/09/22          計算結果の Valueを少数点以下１桁とする 

*Ver1.18  20222/12/17       Hexagonalに対応、逆極点図表示なし、ｌｉｓｔのみ表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

２．ソフトウエアの操作方法 

２．１ 解析方法の切り替え（Ｍｏｄｅ） 

２．２ 標準データの指定（常に指定） 

 ３．無配向試料指定（本ソフトウエアではステレオ三角形表示は行わない）解析方法１ 

 ４．無配向試料指定なし、解析方法２、解析方法３では無配向試料指定の必要なし。 

 ５．計算結果 

 ６．逆極点図の表示 

 ７．Lｏｔｇｅｒｉｎｇ ｍｅｔｈｏｄ 

 ８．Peak＆FWHMに関して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 大量な圧延板などの結晶方位評価として、圧延面のＮＤ方位評価である逆極点評価が用いられている。 

   解析方法としては以下の３種類考えられる。 

   解析方法１ 

  無配向材料との強度比をステレオ三角形にプロット 

   解析方法２ 

  無配向材料を用いないでＩＣＤＤなどの強度比データを用いて比較し 

  ステレオ三角形にプロット 

   解析方法３ 

  標準データとの比較ではなく、測定されたデータ強度から相対値を計算する。 

  測定された分割データの総積分強度との比率（％） 

   解析方法４ 

  Lｏｔｇｅｒｉｎｇ ｍｅｔｈｏｄ 

本ソフトウエアはステレオ三角形の逆極点図表示もサポート(ver1.05以降) 

上記３種類の解析法を複数の測定データに対して同時に計算を行いＬＩＳＴ化する事を目的とします。 

   ＩｎｖｅｒｓｅＡｌｌのＡｌｌは複数のデータの意味である。 

   又、連続測定データから分割データを作成する ProfiletoDivisionProfileソフトウエアとの連携も可能 

   profiletoDivisionProfileソフトウエアは、分割された Indexのチェックを行い、間違いを修正する機能も 

   付属しているので、指数付けされていない分割データでも指数付けが可能。 

 

 測定データがＩＣＤＤより狭い範囲の場合、ＩＣＤＤデータも狭い範囲に書き換えてください。 

 Ｖｅｒ１．１１以降は修正されています。 

 

 本説明に使用しているソフトウエアを含む全てのＣＴＲパッケージトウエアを一定期間評価して頂く 

 事が可能です。ＨｅｌｅｒＴｅｘサイトからご請求下さい。 

 ＣＴＲフルパッケージソフトウエア、説明書、技術資料を提供致します。 

 操作方法等、不明な点があれば、ご説明致します。 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ソフトウエアの操作方法 

  

 InverseResultDisplayの機能は、InverseResultDisplay説明書を参照してください。 

２．１ 解析方法の切り替え（Ｍｏｄｅ） 

  

  Retio of integration 解析方法３ 

  Random Inverse  解析方法１ 

  ICDD Inverse  解析方法２ 

  Lotgering method       解析方法４ 

 平滑化 

  

  Artithmetic(単純移動平均)＜－＞Savitzky-Golay（重み関数平均） 

  平均点数の変更 

   

 



 マイナスデータの扱い 

  Minus(false)はマイナスデータは０とする。 

       Minus(true)はマイナスデータも加算する。 

 最大強度の求め方 

  Peak(Palabola)は最大値の近傍の放物線近似 

      Peak（Max）は、最大強度 

 

 計算範囲の変更 

  

  ProfiletoDivisionProfile経由の場合、randomと sampleは同一範囲幅に切り出されている 

ので RengeChange(false)で使う。 

RINTなどで測定したデータを扱う場合、範囲幅が異なる場合 RengeChange(true)で使う。 

randomと sampleの共通領域の切り出しが行われます。 

ただし、複数の sampleの場合、すべての sampleの測定領域は同一として計算が行われる。 

ｒａｎｄｏｍとｓａｍｐｌｅを選択時、自動的に切り替えられる 

 

 逆極点計算比率の randomと sampleの強度の確認 

  

 

  

 複数の sampleに対しては、最初の sampleのみ表示します。 

 

 



２．２ 標準データの指定（常に指定） 

 入力データの指数チェックにも使う。（入力データに指数が登録されていない場合、自動変更の機能に 

 使われる。（ＭａｒｅｒｉａｌＤａｔａソフトウエアが必要） 

 で物質指定 

 波長も選択してください。 

 物質選択と波長を指定し  

 物質名が表示される。 

 で登録データの確認が可能。 



  

３．無配向試料指定（本ソフトウエアではステレオ三角形表示は行わない）解析方法１ 

 

でｒａｎｄｏｍ分割ＡＳＣファイルを指定 

 

 

でプロファイルの確認が出来ます。（ＭｕｌｔｉＤｉｓｐｌａｙソフトウエアが必要） 



  

入力データに指数登録がなくても内部で自動的に登録します。（入力データファイルの変更はしない） 

変更する場合、ProfiletoDivisionProfileソフトウエアを使う。 

 

Randomデータは、指数が必ず付加されていなければなりません。 

被検データは指数付けされていなくても、計算出来ます。 

 

 

４．無配向試料指定なし、解析方法２、解析方法３では無配向試料指定の必要なし。 

入力データの指定 

 

はディレクトリ一括指定（指定されたディレクトリの ASCファイル全てに適用） 

は複数の ASCファイルを指定する。 

10つの ASCファイルを指定すると、 



 

 で選択されているすべてのファイルのｌｉｓｔを表示 

  

の は 

表示データの変更 

で入力データの表示を行う。 

 

 

 



  

 

 

は積分強度算出時、バックグランド強度計算の左右強度の平均点数 

で計算を行う。 

計算は CPS単位でステップは０．０２に規格化される。（Ver1.15以降は 0.02以下では規格化されない） 

ステップが０．０２以下で測定されている場合は、測定ステップで計算される 

 

指定されたデータのＩｎｄｅｘとＭａｔｅｒｉａｌｎｏＩｎｄｅｘに不一致がある場合計算されず 

エラーが表示される。 

Standarddizationは、各データのｓｕｍを１００に規格化を行って比率計算を行う 

 

  

 



５．計算結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



機能追加 

 

 ｈｋｌｌｉｓｔを表示します。 

 

 

 

 

Hexagonalの場合方位[hkl]が面(hkl)に変わります。 

 



計算結果は入力データと同じディレクトリにｒｅｓｕｌｔ．ｔｘｔとして作成されている。 

Ｅｘｃｅｌで読み込み 

 

 

 

６．逆極点図の表示 

計算結果  

  

Dispで InverseDisplayにデータがわたり 

 



 ファイル選択で表示が可能になります。 

 

 

２Ｄ表示 

  

３Ｄ表示 

  

 

 

 

 



３Ｄ表示しない場合 

 

 

 

 

 数値のみの表示 

 



７．Lｏｔｇｅｒｉｎｇ Ｍｅｔｈｏｄ 

 １軸配向評価方法として使われている方法である。 

 Ｃ軸配向の場合 

ｆ＝（ｐ－ｐ０）／（１－ｐ０） 

ｐ０＝ΣＩｏ（００１）／ΣＩ０（ｈｋｌ） 

ｐ＝ΣＩ（００１）／ΣＩ（ｈｋｌ） 

 

ｐ０は無配向サンプルのＸ線回折強度（Ｉ０）を用いる 

ｐは配向サンプルのＸ線回折強度（Ｉ）を用いる 

ｆをロットゲーリングファクタと呼ばれている。 

最大値は１．０であり、ｒａｎｄｏｍより弱いとマイナスの値になる。 

 試しに１軸配向ではないＴｉ拍膜に応用してみます。 

 入力データ 

  

ProfiletoDeivisionProfileソフトウエアで分割 

 

  

 



   InverseAllで読み込む 

 

 

 Ｃａｌｃで 

 

 

 Ｉｎｖｅｒｓｅでは 

 

 

逆極点でｒａｎｄｏｍレベル１．０より低いとロットゲーリングファクタはマイナスになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



測定範囲がＩＣＤＤより狭い場合（Ｖｅｒ１．１０まで、１．１１で修正） 

 例えば 

  

このデータに対し、測定データが、１１０－＞２２０の場合 

C:¥CTR¥work¥MYICDD のデータをｃｏｐｙしファイル名を変更し作成してください。 

以下は１２本から６本に変更したでーたを追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 



８．Peak＆FWHMに関して 

 InverseDisplayで３Ｄ表示や等高線表示を行っているが、計算による方位分布の広がりは内部で 

 FWHM=10degとして、各方位に対し Gauss関数で広がりを近似していた。 

    θ/θプロファイルから、最大強度（Peak）と積分強度を計算しているが、Ver1.16以降、 

 Peak&FWHMモードを追加し InverseDispayで固定していた FWHMを可変して表示できる様に 

    した。表示できる InverseDisplayは Ver1.16以降とします。 

 FWHMは、積分強度.／最大強度＊２／３としています。 

Ｐｅａｋ 

  

Ｐｅａｋ＆ＦＷＨＭ 

  

 Ｐｅａｋ処理ではＦＷＨＭ＝１０ｄｅｇに固定を Peak&FWHMで計算すると、 

  


